
■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp 
■人口と世帯（12月1日現在）●人口210,542人（男105,369人・女105,173人）●世帯数 78,048戸 

広報  No. 200873

12月９日、第３回伊勢崎シティーマラソン大会が市陸上競技場などで開催されました。日本陸上競技連盟公認コー
スとなって初めての大会となった今回は、800人を超えるランナーが参加し、すがすがしく晴れた冬の伊勢崎路を
駆け抜けました。 

◆主な内容◆ 

1. 1

新年のあいさつ ･････････････････････････p.2 
自主防災組織で災害に強いまちを ･･･････････p.3 
 

平成20年度税制改正 ･････････････････････p.4 
いせさき初市 ････････････････････････････p.5
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新年明けましておめでとうございます。本市は、

昨年4月に全国で40番目の特例市に移行し、伸び

行く元気な県央都市として発展しています。

今年度からスタートした総合計画の中で、20万

人の協働まちづくり、健康・医療の元気なまちづ

くり、安心・安全なまちづくり、活力ある20万都

市づくりという４つの基本戦略を定め、市民とと

もに将来都市像「20万市民が健康で安心して暮ら

せる県央都市　いせさき」の実現を目指していき

ます。

また、今年は３月29日から11月９日まで、波志

江沼環境ふれあい公園を主会場とした第25回全国

都市緑化ぐんまフェアinいせさきが、市内11か所

をリレー方式で結び開催されます。さらに、北関

東自動車道波志江パーキングエリアのオープンと

スマートインターチェンジの社会実験の開始によ

り、さらなる飛躍に向け、足腰の強い元気なまち

になっていきます。

市民が健康で安心して暮らせるまちを実現する

ためには、市民と行政の協働が不可欠です。これ

からも、市民の力を結集し、市民とともに考え、

市民とともに歩んでいきます。

今年１年が、皆さまにとりまして輝かしい年と

なりますよう心からお祈り申し上げ、年頭のごあ

いさつといたします。
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市
区
長
会
が 

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞 

１月15日（火）から21日（月）までは「防災
とボランティア週間」、１月17日（木）は「防災
とボランティアの日」です。防災の基本は「自分
の身の安全と財産は自分で守る」ことです。防災
には、これで十分というものはありません。
いざというときに備えて、皆さん一人ひとりが

災害に対する心構えを確認し、この機会にもう一
度防災について考えてみましょう。

問い合わせ 安心安全課　（内線3407）

11月20日、市区長会は、東京国際フォー
ラムで開催された地方自治法施行60周年記念
式典において、総務大臣表彰を受賞しました。
この表彰は、市内のすべての行政区に自主防
災組織を設置し、地域の防災力強化に尽力し
た功績が認められたものです。
市区長会の金子弘会長は、「このたびの受賞

を励みとし、今後も、日常の点検活動や訓練
を通じて、さらなる地域力の向上に努めたい」
と受賞の喜びを語ってくれました。 ▲ 美茂呂町区の自主防災組織では、自治宝くじ

の助成で、テントや発電機などを購入

蜻▲ 11月18日、茂呂小学校で行
われた茂呂地区の自主防災組織訓
練では、水消火器による初期消火
訓練のほか、災害時要援護者を想
定した訓練なども行われた。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
交
通

網
の
寸
断
や
通
行
手
段
の
混
乱
、

同
時
多
発
と
な
る
災
害
な
ど
で
、

行
政
や
防
災
機
関
の
援
助
が
す
ぐ

に
得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
、
す
ぐ
に
助
け

の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
近
所
同
士
で
す
。

災
害
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、

地
域
に
お
け
る
相
互
協
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
ま
ち
に
住
む
一
人
ひ

と
り
の
助
け
合
い
が
災
害
に
強
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
１
７
０
行
政
区
の

す
べ
て
に
自
主
防
災
組
織
が
結
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織

は
、
行
政
区
単
位
で
行
う
防
災
活

動
の
拠
点
と
な
る
も
の
で
す
。
強

い
連
帯
意
識
を
も
っ
て
、
災
害
に

負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
要
援
護
者
と
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
、
災
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
安
全
な
場
所
に
避

難
す
る
な
ど
の
一
連
の
防
災
行
動

を
と
る
際
に
、
支
援
を
必
要
と
す

る
人
た
ち
で
す
。

ま
た
、
一
般
の
人
た
ち
と
同
じ

よ
う
に
危
険
回
避
行
動
や
避
難
行

動
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

避
難
生
活
の
場
や
生
活
の
再
建
、

復
旧
活
動
な
ど
に
お
い
て
も
、
支

援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
が
持
つ
支
障

は
多
様
で
あ
り
、
災
害
の
局
面
や

時
期
に
よ
っ
て
必
要
と
す
る
援
護

が
異
な
り
、
き
め
細
か
な
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
自
然
災
害
に
お
い

て
は
、
死
者
の
大
半
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
に
対
す

る
取
り
組
み
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
自
分
の
安
全
が

確
保
で
き
た
ら
、
近
所
の
人
た
ち

と
協
力
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者

の
人
た
ち
に
支
援
の
手
を
差
し
伸

べ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
各
地
区
に
お
け
る
自
主

防
災
組
織
訓
練
で
も
、
災
害
時
要

援
護
者
を
想
定
し
た
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
組

織
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

普
段
か
ら
地
域
に
お
け
る
災
害
時

要
援
護
者
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

地
域
で
防
災
活
動
を

災
害
時
要
援
護
者
を

助
け
よ
う
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税制改正により、平成20年度から個人の市・県民
税が変わります。今回の改正は、主に次の4つです。
問い合わせ
市民税課（内線2231）または各支所税務課

住宅借入金等特別控除（以下、住宅ローン控除）は、

所得税だけの制度でしたが、税源移譲により所得税が

減額となり、所得税額から控除しきれなくなることが

あります。この場合、住宅ローン控除の適用を受けて

いる人の税負担が増加しないように、市・県民税（所

得割）からも控除できるようになります。この控除は、

平成20年度から28年度までの市・県民税に適用され

ます。

対象 平成11年1月1日から平成18年12月31日ま

でに入居し、住宅ローン控除の適用を受けている人

で、かつ、税源移譲により所得税額から控除する住

宅ローン控除額が減る人

手続き 平成20年度の市・県民税でこの控除の適用

を受けるためには、1月18日（金）から3月17日

（月）までに、市・県民税住宅借入金等特別税額控

除申告書（以下、申告書）を提出してください

●給与所得だけで年末調整の済んでいる人 源泉徴収

票と一緒に申告書を市民税課または各支所税務課に提

出してください

●確定申告をする人 確定申告書と一緒に申告書を税

務署に提出してください

※申告書は、税務署および市民税課・各支所税務課

に用意してあります

平成18年度から、65歳以上（平成17年1月1日現

在）の人の非課税措置が廃止されました。ただし、経

過措置として、平成19年度の市・県民税は、税額の

3分の1が減額されていました。

平成20年度から、この経過措置がなくなり、全額

が課税されます。

従来あった損害保険料控除が廃止され、新たに地震

保険料控除が創設されます。

これは、支払った保険料の2分の1（2万5千円が限

度額）が所得控除として認められるものです。

また、経過措置として、平成18年12月31日まで

に締結した長期損害保険については、従来の損害保険

料控除が適用されます

※地震保険料と併せて適用する場合は、2万5千円

が限度額になります

※短期損害保険料控除は廃止になります

税源移譲により、平成19年度の市・県民税が増額

となり、平成19年分の所得税が減額となることで、

税負担の調整が行われます。しかし、平成19年中の

所得が大きく下がり、所得税がかからなくなった場

合には、平成19年度の市・県民税増額分を所得税の

減額で調整することができません。そのため、一定

の条件を満たす人は、税源移譲前の市・県民税額ま

で減額する経過措置が設けられます。

対象 次の①と②を満たす人

①平成19年度分の市・県民税の課税所得金額（申

告分離課税分を除く）が、所得税との人的控除額

の差の合計額を超えている人

②平成20年度分の市・県民税の課税所得金額（申

告分離課税分を含む）が、所得税との人的控除額

の差の合計額以下の人

手続き この制度の適用を受けるためには、7月1

日から31日までに、平成19年1月1日現在お住ま

いの市区町村に減額申告書を提出する必要があり

ます。減額申告書は、6月下旬に市民税課・各支

所税務課に用意します。詳しくは広報いせさき6

月1日号でお知らせします
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期
日

２
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で

の
金
曜
日
（
全
５
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

※
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す

定
員

20
人
（
先
着
順
）

講
師

田
村
若
子
さ
ん

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

タ
オ
ル
・
飲
み
物

※
丈
が
長
く
す
そ
の
広
が
っ
た
ス

カ
ー
ト
と
運
動
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

７
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
赤
堀
公
民
館
（
蕁

（62）
１
１
５
３
）

期
日

１
月
21
日
か
ら
２
月
25
日

ま
で
の
月
曜
日
（
全
５
回
）

※
２
月
11
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人
　

定
員

15
人
（
先
着
順
）

講
師

根
岸
直
子
さ
ん

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

シ
ー
ツ
や
カ
バ
ー

１
枚
・
極
太
毛
糸
４
玉
・
か
ぎ
針

８
号
１
本
・
と
じ
針
８
号
１
本

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

10
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
間

１
月
21
日
（
月
）
か
ら
２

月
４
日
（
月
）
ま
で
（
全
10
回
）

※
土
・
日
曜
日
と
１
月
22
日（
火
）

は
除
き
ま
す

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

※
す
で
に
受
講
し
た
人
は
除
き
ま
す

定
員

10
人
（
先
着
順
）

※
１
人
で
複
数
人
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん

講
師

大
竹
賢
治
さ
ん

参
加
料

１
３
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

６
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
市
民
プ
ラ
ザ
（
蕁
（32）

９
４
８
８
）

期
日

１
月
23
日
か
ら
２
月
20
日

ま
で
の
水
曜
日
（
全
５
回
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場

北
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上
の
男
性

定
員

30
人
（
先
着
順
）

内
容

腰
痛
予
防
に
効
果
的
な
運

動
（
ス
ト
レ
ッ
チ
）
で
す

講
師

大
原
庸
子
さ
ん

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

バ
ス
タ
オ
ル
・
上

履
き

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

10
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
日

１
月
19
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

内
容

家
庭
の
中
の
電
磁
波
を
少

し
で
も
避
け
る
た
め
に
は
、
ど
う

し
た
ら
良
い
か
を
考
え
ま
す

講
師

宮
下
正
次
さ
ん
（
森や

林ま

の

会
事
務
局
長
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境

市
民
ネ
ッ
ト
の
六
本
木
さ
ん
（
蕁

（26）
５
２
０
０
）
ま
た
は
三
井
さ
ん

（
蕁
（24）
１
３
０
９
）

■伊勢崎市役所 　24－5111 
■赤堀支所 　62－1151 
 
■火災情報案内 　018－099－2999

■あずま支所 　62－1311 
■境支所 　74－1111 
 

講
座 

49

「若いお母さんたちから、いろいろ相談を受けることが
ありますが、古いことを押し付けたりはしません。新し
いことがダメってことはないですから」と語るのは、子
育てボランティアとして各保健センターなどで子育て中
のお母さんたちをサポートしている石倉百合子さんです。
石倉さんは子育てボランティアとしての活動のほか、

月に一度、地元の会議所でも子育てサロンを開き、地域
の子育て支援に取り組んでいます。「今の時代は、親子が
地域の中で孤立してしまわないよう子育てというものを
地域で考える必要があると思います。少しでも役に立て
るのであれば、これからも続けていきたいですね」と笑
顔で語ってくれました。 （15ページを参照）

子育てボランティア
石倉百合子さん（西久保町一丁目）

フ

ラ

ダ

ン

ス

教

室

毛
糸
や
布
を
使
っ
た

ス
リ
ッ
パ
作
り

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

男
性
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

環
境
学
習
シ
リ
ー
ズ

電
磁
波
が
及
ぼ
す
身
体
へ
の

影
響
を
防
ぐ

期日・会場
●1月23日（水）＝絣の郷（スポーツ交流館）
●2月13日（水）・3月13日（木）＝絣の郷
（円形交流館）
時間 午後7時～9時
参加料 無料
問い合わせ
文化観光課（内線3354）



期
日

２
月
１
日
・
８
日
の
金
曜

日時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

各
日
18
人
（
先
着
順
）

内
容

包
丁
の
研
ぎ
方
の
講
義
と

実
技
指
導

講
師

上か
み

柿が
き

尚な
お

文ふ
み

さ
ん

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

包
丁

※
砥と

石い
し

を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

７
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
赤
堀
公
民
館
（
蕁

（62）
１
１
５
３
）

期
日

２
月
17
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
生
以
上

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
で
き
ま
す

定
員

50
人
（
先
着
順
）

内
容

白
い
陶
器
の
マ
グ
カ
ッ
プ

に
絵
や
文
字
を
は
り
付
け
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
を
作
り
ま
す

参
加
料

１
、
３
２
５
円
（
教
材

費
・
保
険
料
・
昼
食
代
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

13
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
（
蕁
（23）
５
８
０
０
）

期
日

１
月
19
日
・
26
日
・
２
月
９

日
・
23
日
・
３
月
15
日
・
29
日
の
土

曜
日
と
３
月
２
日（
日
）（
全
７
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

三
郷
公
民
館

定
員

20
人

講
師

新
井
亘わ

た
る

さ
ん
（
日
中
武
術

交
流
協
会
群
馬
支
部
長
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

直
接

ま
た
は
電
話
で
三
郷
公
民
館
（
蕁

（23）
１
９
５
２
）

期
日

１
月
18
日
か
ら
２
月
８
日

ま
で
の
金
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

境
島
村
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上
の
人

※
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す

定
員

15
人
（
先
着
順
）

講
師

川
橋
み
ゆ
き
さ
ん

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

10
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

境
島
村
公
民
館（
蕁
（74）
９
３
４
５
）

期
日

１
月
22
日
（
火
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

21対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
ビ
ー

ズ
を
使
っ
て
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
ま
た

は
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す

講
師

丸
山
晴
美
さ
ん

参
加
料

７
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

10
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

7

包

丁

と

ぎ

教

室

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
作
り
教
室

中
国
式
護
身
術
教
室

フ

ラ

ダ

ン

ス

教

室

初
心
者
ビ
ー
ズ
教
室

コミュニティバスの愛称が に決まりました 新 
市民の皆さんから新しいコミュニティバスにふさわしい愛称を募集したところ、

482件（同一のものを除いた数は407件）の愛称案が寄せられました。たくさん
の応募をいただき、ありがとうございました。
寄せられた愛称案を基に検討を重ねた結果、本市は年間を通して気候が良く、市

内を走るバスにふさわしいなどの理由から、愛称は「あおぞら」に決定しました。
なお、「あおぞら」の運行開始は、4月1日となりますので、よろしくお願いしま

す。
問い合わせ 交通政策課（内線3454）

期日 2月15日（金）
時間 午後7時開演（午後6時30分開場）
会場 赤堀芸術文化プラザ
対象 市内に在住の小学生以上
定員 511人（全席自由）
※定員を超えた場合は抽
選です
講師 小沢昭一さん（俳優）
入場料 無料（入場券が必
要です）
申込方法 往復はがきに右
図のとおり記入し、郵送
してください
※はがき1枚で2人まで申
し込みできます。重複で
の申し込みは無効となり
ますので、ご注意くださ
い
申込締切日
1月25日（金）必着
問い合わせ 赤堀公民館
（蕁62－1153）

往 信 

往復はがきの書き方 

伊
勢
崎
市
西
久
保
町
 

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
 

赤
堀
公
民
館
　 

読
書
の
街
い
せ
さ
き
推
進
事
業 

　
　
「
小
沢
昭
一
講
演
会
」
係 

（往信 表） 

3 7 9 2 2 0 4

返信 伊
勢
崎
市
○
○
町
○
○ 

読
書
の
街
い
せ
さ
き
推
進
事
業 

「
小
沢
昭
一
講
演
会
」
入
場
希
望 

 

住
所 

氏
名 

電
話
番
号 

○
○
○ 

○
○
○
様 

（返信 表） 

（返信 裏） 

（往信 裏） 

応
募
者
（
代
表
者
）
の
住 

所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
を 

書
い
て
く
だ
さ
い 

何も書かないで 
ください 

2人で申し込む場合は2
人の住所・氏名・電話番
号を記入し、代表者に○
印をつけてください 

81

▲ 小沢昭一さん

読書の街いせさき 
推進事業 



期
間

２
月
１
日
（
金
）
か
ら
３

日
（
日
）
ま
で

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
３
日
は
午
後
３
時
ま
で

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

内
容

洋
ラ
ン
（
カ
ト
レ
ア
・
パ

フ
ィ
オ
ペ
デ
ィ
ラ
ム
・
オ
ン
シ
ジ

ウ
ム
・
デ
ン
ド
ロ
ビ
ウ
ム
な
ど
）

の
展
示

問
い
合
わ
せ

須
永
千
鶴
代
さ
ん

（
蕁
（62）
５
３
７
０
）

期
日

１
月
28
日
（
月
）

時
間

午
後
１
時
50
分
開
演

※
午
後
１
時
20
分
開
場

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

定
員

３
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

講
師

遠
藤
泰
子
さ
ん
（
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

入
場
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
本

電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
事
務
局（
蕁

０
２
７
―
２
９
０
―
６
１
０
０
）

期
日

１
月
24
日
（
木
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

販
売
品

中
古
衣
類
・
寄
贈
品
・

農
産
物
・
手
作
り
菓
子
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー

チ
の
会
事
務
局（
蕁
（21）
９
１
１
２
）

障
害
者
（
児
）
を
持
つ
家
族
が

集
い
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や
喜
び
に

つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。

期
日

１
月
24
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

期
日

１
月
22
日
（
火
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

販
売
品

手
作
り
小
物
・
木
工
製

品
・
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
せ
っ
け
ん

農
産
物
・
日
用
雑
貨
品
・
古
着
・

お
も
ち
ゃ
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

養
育
費
の
仕
組
み
や
受
け
取
り

に
関
す
る
法
律
的
問
題
を
、
分
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

期
日

２
月
24
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
午
後
１
時
受
付
開
始

会
場

県
庁

※
無
料
で
託
児
が
利
用
で
き
ま
す

定
員

１
０
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

す内
容

●
１
部
＝
養
育
費
と
別
れ
た
父
親

と
の
関
わ
り
方

講
師

大
矢
さ
よ
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
ふ
ぉ
ー

ら
む
理
事
）

●
２
部
＝
養
育
費
に
関
す
る
法
律

問
題
を
中
心
と
し
た
助
言

講
師

湯
沢
晃こ

う

さ
ん
（
弁
護
士
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

２
月

12
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
県
母

子
寡
婦
福
祉
協
議
会
（
蕁
０
２
７

―
２
５
５
―
６
６
３
６
）

8

催
し 

福

祉

バ

ザ

ー

・

第
１
回

カ
ト
レ
ア
愛
好
会
展
示
会

テ
レ
コ
ム
利
用
セ
ミ
ナ
ー

あ
っ
た
か
い
言
葉
で
話
し
た
い

▲ 遠藤泰子さん

お

し

ゃ

べ

り

会

樫
の
木
愛
あ
い
バ
ザ
ー

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店へ連絡して
ください。

1月12日（土）

1月13日（日）

1月14日（祝）

1月19日（土）

中西工業（株）

（株）阿久津建設

（有）穂詮設備工業

エム設備企画（株）

蕁25ー5900

蕁62ー1242

蕁32ー0875

蕁30ー3456

1月20日（日）

1月26日（土）

1月27日（日）

（有）国定電機

（有）丸新設備工業

三和設備工業（株）

蕁62ー0244

蕁25ー0554

蕁62ー0102

平成20・21年度 

小規模工事登録申請を 
　　　　　　　 始めます 
 小規模工事登録制度は、本市が発注する小規模工事の請
負契約を適正かつ円滑に行うものです。建設業許可を持た
ない業者を含めた小規模業者の受注機会を拡大することが
主な目的です。
対象物件は、130万円以下の工事、50万円以下の修繕

で履行が容易な物件です。
※平成20・21年度入札参加資格
審査申請をしている人は登録でき
ません（9ページを参照）
申し込み 2月4日（月）から22日
（金）までに直接契約検査課へ
※申請書は市ホームページからダ
ウンロードしてください
※4月からは随時受け付けます
問い合わせ 契約検査課
（内線2476）

県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

養

育

費

セ

ミ

ナ

ー



期
日

１
月
21
日
（
月
）

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

県
庁

対
象

事
業
主
・
企
業
の
人
事
労

務
担
当
者
・
労
働
者
な
ど

定
員

80
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

内
容

講
演
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
で
創
る
、
強
い
組
織
」

「
両
立
支
援
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
」、
事
例
発
表
、
県
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
説
明

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

16
日
（
水
）
ま
で
に
21
世
紀
職
業

財
団
群
馬
事
務
所
（
蕁
０
２
７
―

２
２
３
―
２
０
２
３
）

宮
郷
第
二
小
学
校
の
児
童
が
描

い
た
写
生
画
を
展
示
し
ま
す
。

期
日

１
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

旧
森
村
家
住
宅
（
市
指
定

重
要
文
化
財
、
連
取
町
）

※
駐
車
場
は
ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫

宮
郷
支
店
職
員
駐
車
場
が
利
用
で

き
ま
す

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（
蕁

（24）
０
９
６
６
）

遺
跡
分
布
地
図
の
作
成
の
た
め
、

文
化
財
保
護
課
職
員
お
よ
び
補
助

員
が
地
形
や
地
表
面
の
状
況
を
調

査
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
期
間

１
月
中
旬
か
ら
３
月

中
旬
ま
で

調
査
区
域

野
町
・
磯
町
・
西
野

町
・
赤
堀
今
井
町
一
丁
目
・
赤
堀

今
井
町
二
丁
目

問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（
蕁

（24）
０
９
６
６
）

Ｉ
Ｏ
Ｃ
本
庄
早
稲
田
で
は
、
平

成
20
年
３
月
以
降
に
入
居
す
る
人

を
募
集
し
ま
す
。
事
前
に
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

１
月
16
日
（
水
）

時
間

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
本
庄
市
）

対
象

新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
、

新
分
野
へ
の
進
出
、
大
学
と
の
連

携
に
よ
る
起
業
や
新
た
な
事
業
展

開
を
図
ろ
う
と
す
る
人
な
ど

内
容

施
設
の
見
学
や
説
明
な
ど

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

本
庄

国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
研
究
推
進

機
構（
蕁
０
４
９
５
（24）
７
４
５
５
）

赤
堀
都
市
計
画
区
域
で
は
、
２

月
１
日
（
金
）
か
ら
国
道
50
号
バ

イ
パ
ス
前
橋
笠
懸
道
路
沿
道
の
居

住
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

将
来
の
沿
道
土
地
利
用
に
支
障
が

生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
建
築
物
な
ど

の
建
築
を
制
限
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
特
定
用
途
制
限
地
域
を
指
定

し
ま
す
。

指
定
す
る
範
囲

前
橋
笠
懸
道
路
の
中
心
か
ら
両
側

３
０
０
ｍ
以
内
の
範
囲

※
保
安
林
は
除
き
ま
す

制
限
す
べ
き
特
定
の
建
築
物
等
の

用
途
の
概
要

風
俗
施
設
・
遊
戯
施
設
・
娯
楽
施

設
・
宿
泊
施
設

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
内

線
２
４
３
７
）

9

両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

い
き
い
き
職
場
で
元
気
な
会
社
に
向
け
て

小

学

生

が

描

い

た

旧

森

村

家

住

宅

お
知
ら
せ 

赤
堀
地
区

遺
跡
詳
細
分
布
調
査
を

行
い
ま
す

Ｉ
Ｏ
Ｃ
本
庄
早
稲
田

入
居
者
募
集
説
明
会

赤
堀
都
市
計
画

特
定
用
途
制
限
地
域
を
指
定

◆【場外発売】川口市営第6回2節（川口） 

◆イーバンク銀行杯ＧⅠ開場31周年記念 シルクカップ争奪戦 

◆【場外発売】ＧⅡジェネレーションズカップ（浜松） 

◆【場外発売】埼玉県営第4回2節（川口） 

人権に対する関心を高めてもらう
ため、人権擁護委員と市職員は、市
内4か所のスーパーマーケット前で、
パンフレットやチラシ、啓発グッズ
などを配布しました。この活動は人
権週間に合わせ行われたもので、委
員らは買い物客に偏見や差別のない
社会の実現を呼びかけました。

平成20・21年度 

入札参加資格審査申請を 
始めます （建設工事） 

本市の建設工事の競争入札および見積もり合

わせに参加を希望する業者は、登録申請をしてください。

申請受付期間

●予備登録＝1月7日（月）から25日（金）まで

●本登録＝1月7日（月）から2月4日（月）まで

※平成18・19年度に登録済みの人は、本登録からになり

ます

申請方法 インターネットによる電子申請（ぐんま電子入札

共同システムポータルサイトhttps://portal.g-ebid.e-

gunma.lg.jp）

※ぐんま電子入札共同システムポータルサイトまたは市ホ

ームページに掲載の「申請のしおり」をご覧ください

問い合わせ 契約検査課（内線2476）

・

・



地
球
温
暖
化
の
問
題
が
、
毎
日

の
よ
う
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
の
た
め
、
引
き
続
き
節
電

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
や
未
来
の
人
々
の
た
め

に
、
よ
り
良
い
環
境
を
残
し
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

東
京
電
力
前
橋
支

社
（
蕁
０
１
２
０
―
９
９
―
５
２

２
２
）

県
の
最
低
賃
金
・
産
業
別
最
低

賃
金
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
最
低
賃
金
を
よ
く
確
か
め
て
、

適
正
な
労
働
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
（
蕁

０
２
７
―
２
１
０
―
５
０
０
５
）

【
学
科
】

期
日

１
月
27
日
（
日
）
と
２
月

２
日
・
９
日
の
土
曜
日

時
間

午
後
６
時
〜
９
時

会
場

市
民
体
育
館

【
実
技
】

期
日

３
月
16
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

※
午
前
８
時
30
分
集
合

会
場

市
野
球
場

＊
　
　
　
＊

対
象

市
内
に
在
住
の
人

※
学
生
は
除
き
ま
す

※
野
球
協
会
に
登
録
し
て
い
る
チ
ー

ム
の
監
督
・
主
将
、
少
年
野
球
の

監
督
・
コ
ー
チ
は
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い

参
加
料

無
料

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

市
野
球
協
会
の
伊

藤
さ
ん
（
蕁
（26）
３
０
３
７
）
ま
た

は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市
民
体
育

館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）

期
日

２
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で

の
月
・
水
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

※
２
月
11
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場

伊
勢
崎
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
今
井
町
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上

定
員

50
人
（
先
着
順
）

参
加
料

４
、
５
０
０
円

申
し
込
み

１
月
20
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら
直
接
市
民
体
育
館
へ

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
市
民
体
育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０

２
）

期
日

１
月
31
日
か
ら
２
月
28
日

ま
で
の
月
・
木
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

市
民
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

内
容

ス
ト
レ
ッ
チ
・
矯
正
体
操

定
員

40
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

13
日
（
日
）
か
ら
21
日
（
月
）
ま

で
に
直
接
市
民
体
育
館
（
蕁
（23）
７

０
１
５
）
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ス
ポ
ー
ツ 

「
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」
と
は

環
境
の
こ
と
を
考
え
て
「
買
い
物
」

「
料
理
」「
片
付
け
」
を
す
る
こ
と

で
す
。
今
回
は
、
料
理
の
後
に
捨

て
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
野
菜
の

皮
や
し
ん
を
使
っ
た
き
ん
ぴ
ら
の

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

●
料
理
の
材
料
（
２
人
分
）

ダ
イ
コ
ン
の
皮
１
５
０
ｇ
、
ニ
ン

ジ
ン
の
皮
１
５
０
ｇ
、
キ
ャ
ベ
ツ

の
し
ん
１
５
０
ｇ
、
シ
イ
タ
ケ
の

軸
１
５
０
ｇ
、
ゴ
マ
油
大
さ
じ
２
、

砂
糖
大
さ
じ
１
／
２
、
酒
大
さ
じ

１
、
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
２
、
み
り

ん
大
さ
じ
１
／
２
、
い
り
白
ゴ
マ

少
々

●
料
理
の
作
り
方

①

野
菜
の
皮
は
千
切
り
に
、
し

ん
と
軸
は
薄
切
り
に
す
る

②

鍋
で
ゴ
マ
油
を
熱
し
、
①
を

入
れ
て
い
た
め
る

③

②
に
、
砂
糖
・
酒
・
し
ょ
う

ゆ
・
み
り
ん
を
加
え
、
よ
く
混

ぜ
る

④

器
に
盛
り
、
白
ゴ
マ
を
ふ
り

か
け
て
出
来
上
が
り

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
内

線
３
４
０
３
）

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

県
の
最
低
賃
金
が
決
定

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

こ
の
最
低
賃
金

節
電
で
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
を

製鋼・鉄素形材製造業 

群馬県最低賃金  

件　　　　　名 時間額 実 施 年 月 日  

一般機械器具製造業 

電気機械器具製造業 

輸送用機械器具製造業 

平成19年10月19日 

 

平成19年12月20日 

産
業
別
最
低
賃
金 

664円 

773円 

763円 

761円 

763円 

最低賃金一覧表 

野

球

審

判

講

習

会

ス

ケ

ー

ト

教

室

健

康

体

操

教

室



h
ttp
://w

w
w
.lib
rary.ise

saki.g
u
n
m
a.jp

境図書館 

伊勢崎市図書館 

今月の休館日 

あずま図書館 

赤堀図書館 
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■「たんぽぽの会」の皆さんによる楽しい
工作と読み聞かせ

期日 １月12日（土）
時間 午前11時開始
会場 境絹の館

■こども映画会
「オープン・シーズン」
期日 １月26日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 ペットのブーグは甘えん坊の熊。あ
る日、鹿のエリオットと出会ったことで
初めて森に行くことに…。

■としょかんこども会
期日 １月12日（土）
時間 午後２時開始
会場 １階児童室
内容 「だるまちゃんがころんだ」の皆さ
んによる読み聞かせ

■おはなし会
期日 土曜日
時間 午後２時開始
会場 １階児童室
内容 子どもボランティアと職員による絵
本や紙芝居の読み聞かせ

伊勢崎市図書館
水曜日と14日（祝）と31日（館内整理日）

赤堀図書館
第1・3火曜日と25日（館内整理日）

あずま図書館
月曜日と25日から31日まで（蔵書整理期間）

境図書館
月曜日と25日（館内整理日）

市民プラザ図書室
第2・4火曜日

※各館とも1日（祝）から3日（木）までは休館
です

■教養セミナー
「空

くう

の心～無心ということ～」
期日 １月11日（金）
時間 午後１時30分～３時
会場 赤堀芸術文化プラザロビー
内容 松原哲

てつ

明
みょう

さん（龍源寺住職）による
講演のテレビ放送

■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ
期日 １月12日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■お正月元気まつり
期日 １月19日（土）
時間 午後１時開始
会場 赤堀芸術文化プラザ
内容 ものまねや大道芸の公演です。終了
後に雑誌の無料配布をします

入場料 無料

■調べ学習
期日 １月27日（日）
時間 午前９時～午後３時
内容 自然や生き物などについて一緒に考
えましょう

講師 「赤堀自然里山の会」の皆さん

■名作映画劇場
「白い巨塔」
期日 １月９日（水）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■おはなしタイム
期日 １月12日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 視聴覚室
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによる
絵本や紙芝居の読み聞かせ、パネルシア
ターなど

■アニメシアター
「ウルトマンコスモスVSウルトラマンジャ
スティス」

期日 １月13日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■名作シアター
「鉄道員（ぽっぽや）」
期日 １月20日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室
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ラ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て 

017

大和葵さん 
（上武大学ビジネス情報学部3年） 

あおい 

録
が
出
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
６

月
に
行
わ
れ
た
県
選
手
権
大
会
で

も
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場
の
基

準
記
録
ま
で
も
う
少
し
と
な
る
成

績
を
残
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

順
調
に
始
ま
っ
た
大
学
生
活
で

し
た
が
、
１
年
生
の
夏
に
足
首
を

負
傷
し
、
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
も
ケ
ガ
を
繰
り
返
し
、
満

足
な
練
習
が
で
き
な
い
苦
し
い
日

々
が
続
き
ま
し
た
。
３
年
生
に
な

っ
た
今
年
は
、
ケ
ガ
を
す
る
こ
と

も
な
く
、
自
分
の
納
得
の
い
く
記

録
も
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
は
副
部
長
を
任
さ
れ
、
ほ
か
の

部
員
た
ち
と
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

来
年
は
私
に
と
っ
て
大
学
陸
上

ハ
イ
な
ど
で
も
実
施
さ
れ
な
い
種

目
で
す
が
、
大
学
で
は
正
式
種
目

に
な
っ
て
い
ま
す
。
上
武
大
学
に

は
、
ハ
ン
マ
ー
投
げ
を
す
る
た
め

の
最
適
な
環
境
が
整
っ
て
い
た
た

め
、「
こ
こ
し
か
な
い
」
と
思
い
、

入
学
を
決
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
入
学
当
時
は
女
子
部

員
の
数
が
少
な
く
、
周
り
は
男
子

部
員
ば
か
り
で
し
た
。
不
安
や
戸

惑
い
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先

輩
や
同
輩
た
ち
が
支
え
て
く
れ
、

気
が
付
く
と
自
然
と
競
技
に
打
ち

込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
か
、
５

月
に
出
場
し
た
関
東
イ
ン
カ
レ
で

は
、
自
己
ベ
ス
ト
タ
イ
と
な
る
記

伊
勢
崎
で
生
ま
れ
育
っ
た
私

が
上
武
大
学
を
選
ん
だ
理
由
は
、

ハ
ン
マ
ー
投
げ
に
挑
戦
し
た
か

っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
、
高
校
生
の
と
き
は
陸

上
競
技
部
に
所
属
し
、
砲
丸
投

げ
を
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
で

は
ハ
ン
マ
ー
投
げ
が
正
式
種
目

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー

本
市
の
大
学
生
が
日
ご

ろ
学
ん
で
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
、
将

来
の
夢
な
ど
を
文
章
で

つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

の
最
後
の
年
で
す
。
目
標
は
全
日

本
イ
ン
カ
レ
出
場
で
す
。
そ
し
て

そ
の
大
会
で
、
上
武
大
学
の
名
を

関
東
、
全
国
に
広
げ
ら
れ
る
よ
う

な
結
果
を
残
し
た
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
こ
の
冬
は
今
以
上
に

力
を
つ
け
て
ラ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
、
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
将
来
、
警
察
官
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

大
学
で
の
勉
強
や
部
活
動
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
人
の

役
に
立
て
る
よ
う
な
人
間
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
今
は
、
日
々
の
努
力
を
惜
し
ま

ず
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市営住宅入居者募集 

募集期間　1月15日（火）から25日（金）まで 
　※土・日曜日は除きます 
時間　午前8時30分～午後5時15分 
受付会場　住宅課または各支所建設水道課 
　※入居するには、所得制限や年齢制限（高齢者世帯・
　子育て世帯など）、市税の滞納が無いことなどの条
　件があります。事前に住宅課で確認してください 
　※申請書は住宅課および各支所建設水道課に用意し
　てあります  
申し込みが多数となった場合は抽選会を行います 
期日　2月10日（日） 
時間　午前9時30分開始 
会場　絣の郷（円形交流館） 

　市営住宅への入居者を募集します。募集は申し込み
期間を設けて各世帯構成別に行います。期間外の受け
付けはできませんのでご注意ください。 
　なお、募集の詳細などについては、窓口や電話でも
お答えしますので、気軽にお問い合わせください。ま
た、市ホームページからもご覧いただけます。 

市営住宅入居者募集 

2 戸  
8 戸  
2 戸  
1 戸  
1 戸  
4 戸  
2 戸  
2 戸  
1 戸  
1 戸  
1 戸  
1 戸  
1 戸  
1 戸  
1 戸  
1 戸  

2 戸  
 

母子世帯 
子育て世帯 
母子世帯 
子育て世帯 
母子世帯 
子育て世帯 
母子世帯 
子育て世帯 
身体障害者世帯 
一般世帯 
単身者世帯 
高齢者世帯 
母子世帯 
子育て世帯 
子育て世帯 
単身者世帯 

中堅所得者世帯 
 

市営住宅入居者募集一覧  
住 宅 名 世 帯 種 別 募集戸数 

茂 呂 島 住 宅  
 

豊 城 西 住 宅  
 
太 田 住 宅  
 
 
波 志 江 住 宅  
 
 
安 堀 改 良 住 宅  
 
今 泉 住 宅  
赤 堀 千 鳥 住 宅  

境 の 前 住 宅  
 
iタワー花の森住宅 

●母子世帯＝現在婚姻していない昭和31年4月2日以降に
生まれた母と未成年の子どもだけの世帯 

●高齢者世帯＝昭和31年4月1日以前に生まれた人で構成
された世帯（子どもがいる場合は18歳未満に限ります） 

●身体障害者世帯＝身体障害者がいる世帯 
●単身者世帯＝昭和31年4月1日以前に生まれた人が単身
で入居する世帯 

●子育て世帯＝平成13年4月2日以降生まれの子ども（小
学校未就学児）がいる世帯 

●一般世帯＝上記世帯に該当しない世帯 
●中堅所得者世帯 
　＝収入月額が200,000円から601,000円までの世帯 

問い合わせ 
　住宅課（内線2224）または各支所建設水道課 
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期日・内容
●1月13日（日）＝木の実で壁飾り
●1月19日（土）・20日（日）＝レジ袋
で作るたこ
時間 午前10時～午後4時

期日 1月28日（月）
時間 午前10時30分開始
対象 市内に在住の平成15年4月1日～
平成18年3月31日生まれの子どもとそ
の保護者
定員 13組
※定員を超えた場合は抽選です
申し込み 1月21日（月）午前11時から
正午までに直接

期日 1月26日（土）
時間 午後1時30分開始
対象 小学生以上
定員 30人（先着順）
講師 「ヴィッツ」の皆さん
申し込み 1月7日（月）から直接または
電話で

期間 1月17日（木）から2月3日（日）まで
時間 午前10時～午後5時30分
内容 包装紙や新聞紙を使って
鬼のお面を作ります

期日 1月21日（月）
時間 午前10時30分～
11時15分
対象 市内に在住の首の
すわっている0・1歳児とその保護者
定員 10組
※定員を超えた場合は抽選です
申し込み 1月15日（火）午前10時から
11時30分までに直接

期日 2月2日（土）
時間 午前10時30分開始
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
参加料 100円
申し込み 1月8日（火）から直接または
電話で

期日 1月17日（木）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 幼児とその保護者
申し込み 開始30分前から

期日 1月26日（土）
時間 午後2時～3時
※お父さんの参加を歓迎します
申し込み 開始10分前から

期日 1月13日（日）
時間 午後2時開始
対象 小・中学生
定員 30人（先着順）
内容 年齢により3つの部に分かれて、1
位から3位まで賞状と賞品が出ます
申し込み 開始10分前から

今月の投影番組
テーマ いくつ見つかる？冬の星座
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時の3回

期日 1月19日（土）
時間 午後1時30分～3時
※幼児は保護者同伴で参加してください
定員 100人（先着順）
申し込み 1月7日（月）
から直接または電話で

期日 1月16日（水）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 幼児とその保護者
申し込み 開始30分前から

期日 1月19日（土）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 市内に在住の親子
※お父さんの参加を歓迎します

上毛カルタ大会 工作

親子でリトミック
プラネタリウム

鬼のお面づくり

親子でリトミック

春よ来い！節分豆まき
和太鼓の響きを体で感じよう

～頼政太鼓を聞いて体験～

わいわいクラブ～ダブルダッチ～

サタデーパパ～魚釣りをしよう～

あそびの教室～鬼のお面づくりと豆まき～

あそびの教室～鬼のお面づくり～

みんなで遊ぼう！～こまを作って遊ぼう～



なかなか寝つけない、早く目覚めてしまう、１度目覚め
てしまうとなかなか眠れない、などということはありませ
んか？
高齢期では、体のリズムが乱れて睡眠障害が起きやすく

なり、心身に影響を与えることがあります。生活にめりは
りをつけて良質な睡眠を確保し、心身の健康維持・改善に
努めましょう。

～快眠のための心がけ～
「朝は・・・」

●決まった時間に起床する

●太陽の光を数分間浴びる

●規則正しくいつもの時間に食事をする

「昼は・・・」

●午後1～3時に30分間以内の昼寝をする

●クラブ活動や趣味などを楽しむ

●楽しい笑いのひとときを持つ

「夕方、夜は・・・」

●午後5時ごろに30分間位軽い運動をする

●夕食後は居眠りしないようにする

●リラックスできる音楽を聞く

●ぬるめの風呂にゆっくり入る

●アルコールやカフェインは控える

【健康川柳紹介】

やせる本　いっぱい読んで　腹へった
（連取元町　赤堀琴代さん）

用
意
す
る
物

１
日
目
＝
バ
ス
タ

オ
ル
、
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用

具
は
毎
回

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

赤
堀

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
ん
を
発
見
す
る
た
め
に
は
検

診
が
有
効
で
す
の
で
、
定
期
的
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

期
日
・
会
場

●
１
月
22
日
（
火
）
・
23
日
（
水
）

母
乳
が
足
り
て
い
る
か
、
ほ
乳

量
を
測
り
た
い
、
卒
乳
し
た
い
な

ど
、
母
乳
に
つ
い
て
の
心
配
ご
と

に
助
産
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

期
日

１
月
23
日
（
水
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
電
話
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
物

母
子
健
康
手
帳
・

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

期
日

２
月
６
日
（
水
）
・
19
日

（
火
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

※
１
日
目
は
、
受
付
時
間
内
に
ビ

デ
オ
を
上
映
し
ま
す

会
場

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

も
う
す
ぐ
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
に
な
る
人

定
員

25
組
程
度
（
先
着
順
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
別
の

会
場
へ
の
参
加
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い

内
容

１
日
目
＝
お
産
の
経
過
や

補
助
動
作
・
沐も

く

浴よ
く

実
習
・
妊
婦
体

験
な
ど
、
２
日
目
＝
講
義
「
妊
娠

中
か
ら
の
食
生
活
」
・
先
輩
マ
マ

と
の
交
流

子
宮
・
乳
・
甲
状
腺
が
ん

集
団
検
診

14

24
日
（
木
）
・
25
日
（
金
）
・
28

日
（
月
）
＝
殖
蓮
公
民
館

●
１
月
29
日
（
火
）
・
30
日
（
水
）

＝
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

●
１
月
31
日
（
木
）
・
２
月
１
日

（
金
）
＝
南
公
民
館

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

対
象

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
20
歳
以
上
の

女
性

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
40
歳

以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

※
年
齢
は
平
成
20
年
３
月
31
日
現

在
の
も
の
で
す

内
容

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
診
察
・
子
宮

頚け
い

部ぶ

細
胞
診

●
乳
が
ん
検
診
＝
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
・
視
触
診

※
豊
胸
術
を
し
た
人
や
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
医

療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

●
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
視
触
診

受
診
料

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
５
０
０
円

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
１
、

０
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
や
老
人
保
健
法

に
よ
る
医
療
受
給
者
証
取
得
者
、

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

・

母

乳

相

談

両

親

学

級

高齢期の快適睡眠 
26
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子
育
て
中
の
親
の
話
し
相
手
や

相
談
相
手
に
な
る
た
め
、
子
育
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

期
日
・
時
間
・
内
容

左
表
の
と

お
り

会
場

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

子
育
て
に
関
心
が
あ
る
人

で
各
セ
ン
タ
ー
の
保
健
事
業
に
協

力
で
き
る
人

定
員

40
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

７
日
（
月
）
か
ら
直
接
ま
た
は
電

話
で
各
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
師
や
助
産
師
が
家
庭
を
訪

問
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や

発
育
・
母
乳
な
ど
の
育
児
相
談
の

ほ
か
、
お
母
さ
ん
の
体
の
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す
。

対
象

生
後
２
か
月
ご
ろ
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
母
親

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
医
に
よ
る
薬
物
依
存
症
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
の
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
日

第
２
・
４
水
曜
日

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
こ

こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
（
蕁
０
２

７
―
２
６
３
―
１
１
５
６
）

※
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す

依

存

症

相

談

新
生
児
の
訪
問
相
談

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

今
や
日
本
は
世
界
一
の
長
寿

国
に
な
り
ま
し
た
。
素
直
に
喜

び
た
い
世
界
一
で
す
が
、
昭
和

30
年
代
後
半
に
出
現
し
た
核
家

族
化
の
進
展
は
、
新
た
な
課
題

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
３
世
代
の
家
族
で

構
成
さ
れ
た
家
庭
か
ら
、
祖
父

母
の
い
な
い
２
世
代
の
家
族
で

構
成
さ
れ
る
家
庭
へ
の
変
化
で

す
。
こ
の
変
化
は
、
子
ど
も
た

ち
と
祖
父
母
が
ふ
れ
あ
う
機
会

を
減
少
さ
せ
、
高
齢
者
へ
の
敬

愛
心
の
希
薄
化
、
ひ
い
て
は
疎

外
や
虐
待
な
ど
引
き
起
こ
す
要

因
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

国
は
平
成
18
年
４
月
、
高
齢

者
虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
対

応
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
介
護
を
し
て
い
る
家
族
な
ど

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
支

援
の
ほ
か
、
住
民
・
地
方
自
治

体
・
国
な
ど
の
責
務
を
定
め
た

「
高
齢
者
の
虐
待
の
防
止
、
高

齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援

等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
高

齢
者
虐
待
防
止
法
）」
を
制
定

し
ま
し
た
。

本
市
で
も
、
こ
の
高
齢
者
虐

待
防
止
法
に
基
づ
き
、
民
生
・

児
童
委
員
や
高
齢
者
福
祉
施
設
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て

高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
虐
待
と
い

っ
て
も
そ
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
部
外
者
に
は
容
易
に
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
短
絡

的
な
判
断
は
危
険
で
す
の
で
、

身
近
な
人
や
関
係
者
と
の
密
接

な
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

高
齢
者
虐
待
は
、
社
会
の
風

潮
や
家
庭
環
境
の
変
化
が
加
害

者
や
被
害
者
の
心
に
影
響
を
及

ぼ
し
、
加
害
者
・
被
害
者
と
も

に
人
権
意
識
や
思
い
や
り
意
識

の
希
薄
化
に
大
き
な
影
を
落
と

し
て
き
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

今
、
私
た
ち
が
高
齢
者
の
人

権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
、
私
た

ち
が
年
を
取
っ
た
と
き
、
自
身

の
人
権
を
尊
重
し
て
も
ら
え
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

（
高
齢
福
祉
課
）

やさしさは　だれにでもある　たからもの（赤堀東小　田島大地くん）

ボランティア理論 
講師：高橋ゆかりさん 

（高崎健康福祉大学講師） 

子どもの心を育てるために 
講師：田坂和子さん 

（言語聴覚士） 

今どきの子育て事情と子育てボ
ランティアの活動の実際 
講師：保健師 

こころを豊かにする食卓 
講師：管理栄養士 

地域で子育て支援を行う仲間たち 
～読み聞かせ活動を通して～ 
講師：レインボーキッズの皆さん 

手遊び・歌遊び・手作りおもちゃ
講師：飯塚千砂さん 

時  間 
期  日 午前9時30分～10時30分 午前10時45分～11時45分 

2月 8日（金） 

2月15日（金） 

2月22日（金） 

子育てボランティア養成講座日程表 

　妊娠した人に母子健康手帳を交付し 
ます。 
　また、各保健センターでは妊娠中の 
生活についての相談も行っています。 
交付場所　各保健センター、市民課、 
　市民サービスセンター・宮子 
問い合わせ　各保健センター 

母子健康手帳の交付 
　車いすの介助、外来受付フロアで受付案内など 
の手伝いができる人を随時募集しています。 
活動日　都合の良い日 
　※土・日・祝日は除きます 
時間　午前9時～正午 
申し込み・問い合わせ 
　市民病院地域医療連携室 
 （蕁25－5022） 
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正月行事にもいろいろ
ありますが、毎年欠かせ
ないのが初詣で。除夜の
鐘の音を聞きながら家を
出て、年が明けるころに
参拝します。普段は静か
な寺社もこの日ばかりは、
参拝者で大にぎわい。大
勢の人がお守りを買った
り、おみくじを引いたり
して、今年が良い年であ
るよう祈ります。
さて、今年の願い事。

1年間健康で過ごせます
ように。そして「広報い
せさき」が、多くの皆さ
んにご愛読いただけます
ように。 （靖）

35

生き生きと職場体験（第二中学校）

社会で生きる力を身に付け、豊かな心の育成を図る
ため、市内の中学校では2年生を対象にチャレンジ

ウイークを実施しています。
今回、体験先に広報課を選んだのは第二中学校の五十

嵐晴香さん。早速、ほかの事業所でチャレンジウイーク
を行っている同級生たちを取材しました。
最初はぎこちなかった写真撮影やインタビューも、次

第に慣れて積極的に。取材内容をまとめた五十嵐さんは
「毎日新たな発見があり、有意義で貴重な体験ができま
した」と満足そうに話してくれました。

応募方法 
 
 
 
あ て 先   

住所・氏名・電話番号・撮影場所・写真の
タイトルを記入し、郵送してください。デ
ジタルカメラで撮影した画像（300万画
素以上）はメールでも受け付けています
〒372－8501 今泉町二丁目410 
市役所広報課「街かど写真工房」係 
　　kouhou@city.isesaki.lg.jp

34

彫氷「打ち出の小
こ

槌
づち

と鳳
ほう

凰
おう

」
撮影者

村田光弘さん（山王町）


